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Summary
The effect of TIBA and Kinetin, etc, spraying on the bud
budded shoot 、7aS inVestigated.
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It7ヽaS COnsidered that detailed investigatiOn on the relation
ation and above substances will be necessary in the future.
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近年植物生長調整物質のような化学物質により植物の
生育を調整する試みが盛んに行われるようになった。林
木の生長・分化に関してもオーキシンやジベレリン等に
よって人為的に調整しよぅとする試みが行われ ている
が,実用的成果をおさめている例は極めて少ない。
マツの先端部を切除した場合に形成される芽はオーキ
シンを与えることにより抑制されることなどからみて芽
の形成にはかなり低いオーキシンレベルで関与している
ものと推定された。4・5)
今回は芽の形成を人為的に調整のための基礎的研究と
してオーキシンに結抗すると思われる物質や芽の形成に
何らかの関与をもつと考えられている物質等の影響につ
いて調べた。
芽の形成に対する影響をみるために 2.3,5-triiOd_
o ben zOic acid(TIBA),Kinetin, Adenine, Guan―
ine,Cibberellin, 5種類の物質 と クロマツから抽出
された GrOwth inhibitOrが用いられた。
クロマツまたはアカマツの1年生～3年生苗が25℃に
調節された5面ガラス張りの恒温器内に入れられ,その
先端部が切除後上記物質についてそれぞれ所定の濃度の
溶液を作り,それを1日おきに2～3回噴霧した。処理
後20～25日に芽の形成状態を調べた。
Kinetinぉょび Gibberell,4については苗畑におい
てもその影響を調べた。すなわち,10月にクロマツ1年
生苗を用い先端部を切除後所定の溶液を雨天を除き原則
として1日おきに数回噴霧し,50日後に芽の形成状態を
調べた。
尚クロマツ体内の Growth inhibitOrは40～5o年生
と推定されるクロマツ数本から葉2ooO夕を取り,これを
細片し,すりつぶした後エーテルに浸し,それを暗所に
おき,24時間エーテルのみを取り出し,濃縮後ペーパー
●クロマトグラフィー で分離した。
結 果 お よ び 考 察
マツの長枝の先端部を切除した場合短枝上に存在する
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芽の原基が発達して正常な芽を形成する。この芽の形成
はIAAやNAA等のオーキシンを与えることにより抑
制される。4●5)
桑において摘志, 摘葉処理後側芽に対し2.4-Dや
NAA等を散布すると発芽は数日おくれたという。2)タ
バコの組織培養においてオーキシンが多くなると芽の形
成が少なくなり根の形成が多くなっていく。8)
これらのことからみてオーキシンの少ない方が芽の形
成にはよいようであり,マツの先端部を切除することに
より短枝上の芽の原基が発達するのは,頂部にある芽か
らのオーキシンの影響がなくなったためということも考
えられる。従って,もし体内のオーキシンレベルを何ら
かの形で低下させたならば芽の形成を促進できることが
予想される。
TIBAはァンチオーキシンとして知 られているが,
Asen等1)によればバラにおいて TIBAを与 えること
により項芽優勢を打破することができたという。大山等
。)は桑において TIBAは側芽の発芽促進効果があると
述べている。1年生アカマツの芽の形成に及ぼす影響を
みるとTable-1の如くで100pPmでゃや促進的で
Table-l The effect of TIBA on the bud
formation of l years―o d Pine
seeding in the thermostat,
Budded Average
number
of bud
あった。しかし,この場合1年生苗でも短枝は形成され
ておらず幼葉の状態であり,短枝のある場合よりも芽の
形成が遅い傾向がみられた。またこの場合の芽は芽の原
基から形成されたかどうか明らかでなく,短枝のある場
合の芽の形成と同質のものか否かは尚検討を要する。
田)Ile)は植物体 内の反応はオーキシンと Grow th
imhibitOr(inhibitOr一β)との代数的総和によって決
まると述べている。マツにも GrOwth inhibitorが存
在しており,その作用機作については殆んどわかってい
ないが,体内のオーキシンと何らかのかたちで結抗して
いることが考えられる。もし,そうであるならGrowth
inhibitorを与えることによリオーキシン作用を低下さ
せ,芽の形成を促進させる可能性がある。しかし, 1年
生クロマツに与えた結果はFig-1に示す如くで殆んど
影響がみられなかった。
→
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Fig、一-l The effect o£ growth inhibitor
obtained from pine on the bud
£ormation in the field.
この実験では濃度を考慮しなかったため抽 出された
GrOwth inhibitorの量の少なかったことが原因なのか
考え方の誤まりが原因しているかについては今のところ
明らかでない。
SkOOg等7)によればタバコの組織培養においてオーキ
シンが他の物質 (主としてアデエンのようなプリン)に
比較して少ない場合に芽が出やすいという。
Adenineおょび Guanineをアカマツ1年生苗に与
えてみると Table-2・3に示す如くで100PPmでゃや促
進的であった。deninおょびGuainnの場合も TIBA
の場合と同様,用いた苗は短枝が形成されておらず芽の
形成が遅く反応が著しくなかった。
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マツの摘芽された枝の芽の形成に及ぼすTIBA,Kinetin等の影響 (予報)
Table―-2  The eFfect Of Kinetin On the
bud fOrmation Of l ycar_Old
Pine Seeding in the field
Table-4 The effect Of Adenine On the bud
だormatiOn Of l years_01d pine
seedlng in the thermOstat,
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Table-5 The effect Of Guanine On the bud
formatiOn of l years_01d pine
seedling in the thermostat,
Average
number
of bud
Table-6eFfect of gibberellin on the
formatiOn of One year_Old
Average
number
of bud
22.2
22.2
40,0
31,9
うだが,側芽抑制作用の試験法では促進的に 4flJくとい
う。
苗畑および恒温器においてクロマツ苗を用いて Gib―
berllinの影響を調べた結果をみると Table-6・7に示
Average
number
of bud
Table-3 The effect Of
formation Of
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Kinetin On the bud
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Kinetinは植物の細胞分裂を促進させ,その他組織
の誘発をもたらすがォーキシンとは異なり側芽伸長につ
いては促進するものと考えられている。3)vardianttЮ)
は ChiCOryの根のさしぽにおいて芽の出る頂部でカイ
エン量が多いと述べている。
苗畑において1年生クロマツ苗で Kinetinを与えた
結果は Table-4の如くであった。
芽をつけた苗の数ではlpPmでやや促進的であり,
平均芽数では0,1～l ppmで多かった。しかし, 2年生
苗を用い恒温器内で Kinetinを与 えてみた結果では
Table-5の如くで平均芽数で0.1,Pm, lppmで極く
わずか多い程度にすざなかった。
Gibberellinと側芽との関係はまだ明らかではないよ
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す如くである。苗畑の場合で0.lppmで苗をつけた苗の
数で少し多い程度で他は全く促進効果がみ られなかっ
た。また10ppn,100ppmと濃度が高くなるにつた,む
しろ芽の形成を抑制する傾向がみられた。
Table-7 The eF£ect o  gibberellin on the
bud formation Of 2 yezlrs―old Pine
seedling in the thermostat.
Gibb―
ere lli
Average
number
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これらのことからみて芽の形成は TIBA,Kinetin,
Adenine, Guanine等で促進的である場合がみられた
が,しかし,その効果はそれほど著しくなく,また再現
性にも問題があり, これらの物質と芽の形成との関係に
ついては尚詳細な検討を加えたい。
要     約
マツの先端部を切除した場合の芽の形成に及ぼすTIB
A,Kinetin,Adenhe等の影響について調べた。
いわゆるアンチオーキシンである TIBAは100ppm
で促進的であったが,クロマツ体 内か ら抽出された
Growth inhibitOrは殆んど影響が認められなかった。
Kinetinはlppmで,AdenineとGuanineは100
ppmでやや促進的であった。
Gibberellinは低濃度で 殆んど影響はみられず,濃
度が高まるとをしろ抑制した。
これらの物質のいずれも芽の形成に対してそれほど著
しい効果はみられず,また再現性についても少々問題が
あり, これらの物質と芽の形成との関係について尚今後
詳細な検討を加えたい。
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